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初瀬川を源流として佐保川と合流し,寺川 ･飛鳥川･曽我川 ･葛城川 ･高田川 ･富雄川 ･竜
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たちは,剣先船仲間による船賃の引上げに際して,すでに宝永2年 ･正徳4年 ･享保11年 ･天明
3年と,4度にわたって反対訴願を展開し,これに歯止めをかけてきた (具































































〇第1回集会 (於 八木 木原屋嘉右衛門方)
〇第2回集会 (於 八木 木原屋)
〇第3回集会 (於 八木 木原屋)
〇第4回集会 (於 八木 木原屋)
出坂｡天満の剣先船船会所に赴き,和談の交渉を行う (不調に終る)｡








〇第8回集会 ｢拾五人惣代｣(うち出訴惣代 5人) ･会計担当者 7人を決定
し,出訴費用などの負担方法についても申し合せる｡
〇第9回集会 (於 八木 木原屋)


































































































人 文 学 報
表2 剣先船国訴準
所 領 第1回集会(1./盃禦荒)第2回集会(11～/i2) 第3回集会(弄51～2荒) 第4回集会(1～
/諾)高取藩預所木村惣左衛門代官所大津代官五候 年預 常門相浦左衛門ク 鍵村勘左衛門I/ 新賀村佐右宇陀町九郎兵衛代弥治郎惣代 官堂 宗治郎I, 曽根 嘉兵･y 立野 平莞要語小殿 弥右 代太兵衛 〟宇陀町七郎兵衛/平兵衛吉野郡惣代飯豊 衛門 /年預 半兵衛〟惣代 勝次郎大庄屋 柳本村人左衛門斎音寺 源右〃 吐田 義三郎ク 金剛寺相伝兵衛小房 猪I, 醍醐 庄 門新六南浦 十法貴 村兵四郎十市 惣次備前 友2 /〟作治郎井戸堂村作右衛門柳本村吉兵衛 .弥助中村安兵衛小泉 幾蔵文六武蔵 庄七百済 嘉 2清水領知津藩(久居方)芝 落領柳本郡山生小泉旗 神保氏領平野佐藤赤井 (五郎作)領水 延四郎石見守多賀村越山口多武峯社領(肥屋共惣代) 盤 作谷村庄屋 坂本長池之内村庄屋 梅咲善八大福村 甚庄屋 勾田村中西小市郎東紺 森露語 雷閂代 土橋 山崎伊 衛代権平5名 作治郎代作右 門ケ代森本文右衛門山崎伊兵衛御坊村文六俵本村小西弥太郎新木 村井藤兵衛南浦 庄屋代九兵西之宮 平
蔵大福村北橘兵衛5(立野村 .発端 屋)
名 1名 各 1 各 1 各 1(備考) 註lo)の坂本長兵衛 ･中西′ト市郎の記録から作成｡
天保期国訴の組織過程 (谷山)
備集会 (等)出席者
(第12Bl/1tH5讐23) 第5回集会(3～/i昌) (第2回4EB/賢 9) 第6回集会(4～/i…) 15人惣代(5/0-11決定)国惣代(出訴惣代)(5/10-1
1決定)(佐右衛門悼佐兵衛)高田村孫助)I,作治郎代弟作五郎'新野福井( 1 )代人 各 1 佐右衛門I,//〟額 田都村嘉兵衛弥助(池嶋)I,/′前部森本 〟中村安兵衛大庄屋柳生森権左衛門ノシ法貴書 兵四郎上 田 1 (佐右衛門倖佐兵衛),I )〟中村安兵衛(代人 各 1) 〟佐右衛門ク/大庄屋 笑差衛門代人 各1 佐右衛門半兵嘉作五郎長小市弥助源義三伝庄左安幾蔵文六太 佐右衛門嘉兵
作五郎長兵衛

























































































































②出坂 して交渉にあたる惣代の人数は9名とし,その内訳は郡山藩領 2名,津藩領 1名,高
取藩預所 と同藩領で 1名,清水領知 1名,芝村 ･柳本両港領で 1名,柳生 ･小泉両津領で
1名,大津代官所 1名,旗本神保氏領 1名,とする｡
(丑出立日は2月15日とする｡















































表 3 天保12年 3月段階の加談所領･石高
所 領 石 高
高 取 藩 預 所 48030
石余大 津 代 官 所 22
000余木 村 代 官 所
5000余清 水 領 知
18695余郡 山 藩 領 8750
津 音 韻 42338余
高 取 藩 領 250
00余柳 本 藩 領
10000芝 村 藩 領
7851余小 泉 藩 領 709
柳 生 藩 領 7209余
神 保 氏 領 6066余平 野 504
水 野 氏 領 4999余
2500余(石見
守)山 口 氏 領多
賀 氏 領 2000余桑 山 12
余佐 藤 氏 領 1021
水 野 氏 領 1006余0(
監物)
村 越 氏 領三 好 700余赤 井 68
5余520(五
郎作)
武 藤 氏 領赤 井
300余(岩次郎)
赤 井 氏 領(金十
鈴 木 氏 領
多 武 峯 社 領 3000余
法 隆 寺 領 100
0余内 LH 寺 領
971余当 麻 寺 領 310輿 福 院















厘ほどかかるだろう,その3分5厘のうち1分を ｢船人｣, 1分を ｢和,7,7万問屋｣, 1分5厘を
｢大坂和,)77,月巴屋｣で負担するようにしたらどうだろうか,という案が示されたが,これに対し






















10 谷村坂本長兵衛からの連絡費(備考) 註lo)の 本長兵衛の記録から作成｡ 内
訳宥入用,八木村木原屋-支LH
23日まで出坂諸入用 (9日
















































































































惣代と決められた｡新賀村佐右衛門 (高取藩預所) ･常盤村作五郎 (清水領知) ･額田部村嘉














































































































































④ ･⑧ ともに,芝村落領の大庄屋中西小市郎の ｢役中諸事覚日記｣に記された,天保13年の,
国訴の終結後数か月を経た時点の史料であるが,｢国難｣が生 じた際に,廻状元として ｢国惣





































人 文 学 報
4) 『近世の商品流通』285頁｡











































舟此所迄参候,滝61五里半』とあり,保田川 (硯飛鳥川)筋では竹田村 (同上)あたりまでを示 し,
これまた 『やな舟此所迄参候,滝∂四里』とある｡寺川筋では,その支流で伴堂村あたりを示 し,
『やな舟愛元迄参候』と記し,本流では今里村 (現磯城郡田原本町)あたりを示 し,『やな舟此所ま
で参候,滝∂四里半』 と記載 している｡長谷川筋では法貴寺村付近 (同上)を示し,『やな舟此所
まで参候,滝61五里』 とし,奈良川 (現佐保川)筋では,八条村付近 (現大和郡山市)を示 し,
『やな舟此所迄参侯,滝育三里半余』とあり,葛下川筋については記すところがない｡とすれば,






























32) 同年12月13日に,大和国惣代と魚梁 ･藤井問屋など大和川筋の ｢問屋組合中｣との間で ｢約定






























38) 詳しくは,谷山 ｢文化三年の大和の 『国訴』について｣ (『ビブリア』88号,1987年)を参照され
たい｡国訴にカッコをつけて ｢国訴｣と表現する意味については,同論文71-72頁に記している｡
39) 詳しくは,谷山 ｢大和における名目銀貸付規制運動の展開｣ (『地方史研究』168号,1980年)を
参照されたい｡
40) この後,幕領の惣代らは,天保13年にも文化3年と同様の形で ｢国訴｣を展開しており,その終
結後,翌14年 2月に私領方にあてた廻章のなかで, ｢此上連も国中難渋之義も出来致候ハ､撫御遠慮
御料所江可被申開候,可成丈ケハ取締仕,国中之為方二相成候ハ､諸入用銀杯二相砲候義二両ハ無御座
候間,無御心置御談し有之度候事｣と述べている (前掲註10)の中西小市郎の記録)0
41) 国訴の訴状や国訴への参加を呼びかけた廻状などに兄い出される ｢国難｣やその裏返しとしての
｢国益｣概念については,拙稿 ｢近世後期の地域社会の変容と民衆運動｣ (『歴史学研究』626号,
1991年)で若干論じたことがあるが,あらためて詳論する予定である｡
42) 註34)と同史料｡
43) 詳しくは,谷山前掲註41)論文を参照されたい｡
44) 『徳川禁令考』2924号 (前集第5所収239-240頁)｡
45) 註18)と同史料所載｡
46) 同上｡ここでは,｢藤井へ着荷物是迄牛馬を以引取候分,今般私とも村々育新二船三十俄造立,
亀瀬藤井∂右三十俊之船へ積替,当国向々江積登り申度｣と願い出ているが,その結末については
明らかではない｡
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(付記) 末筆ながら,史料所蔵者各位をはじめ,史料調査の際に大変お世話になった広吉寿彦 ･平井
良朋両先生,そして研究会の場で色々と御教示をえた ｢明治維新期の研究｣班の皆様方に,この場
を借りて心よりお礼を申し上げたい｡
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